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2008年５月１日（毎月1回1日発行） 第464号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事27名　監事3名　総代205名　班長1340名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００８年３月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　都  築　  靖　　発行部数　22,000 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

印　刷　有限会社 コトブキ印刷 

26,078世帯 
1,186,791,000円 

45,509円 

　
４
月
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
始
ま
り

75
歳
以
上
の
方
の
保
険

証
が
変
わ
っ
た
。
そ
れ

が
無
い
と
医
療
費
全
額
自
己
負
担

と
な
る
。
新
し
い
保
険
証
が
な
い

と
行
政
に
対
し
て
医
療
保
険
費
請

求
が
出
来
な
い
た
め
だ
。
保
険
証

が
あ
れ
ば
従
来
ど
お
り
１
割
負
担

だ
▼
保
険
料
は
月
１
万
５
千
円
以

上
の
年
金
受
給
者
は
天
引
き
さ
れ

支
払
い
漏
れ
が
無
い
仕
掛
け
だ
。

宙
に
浮
い
て
い
る
年
金
の
受
給
者

漏
れ
の
問
題
を
先
に
解
決
す
べ
き

だ
▼
保
険
証
は
転
送
が
さ
れ
な
い

た
め
４
月
以
前
に
引
越
し
し
た
方

に
は
届
か
な
い
。
ま
た
重
要
な
郵

便
物
と
知
ら
ず
紛
失
し
再
交
付
を

受
け
た
方
も
い
る
と
聞
く
。
診
療

所
で
は
新
し
い
保
険
証
を
必
ず
持

参
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

保
険
証
が
無
い
と
言
う
方
が
出
て

来
な
い
か
心
配
で
あ
る
▼
自
民
党

の
有
力
な
支
援
団
体
で
あ
る
日
本

医
師
会
で
す
ら
今
回
の
医
療
制
度

に
慎
重
に
対
応
す
る
よ
う
通
達
し

て
い
る
。
群
馬
県
医
師
会
で
は
い

ち
早
く
こ
の
制
度
を
事
実
上
採
用

し
な
い
方
針
を
打
ち
出
し
た
▼
小

泉
元
首
相
が
提
唱
し
た
「
骨
太
の

構
造
改
革
」
の
中
に
あ
る
総
医
療

費
抑
制
政
策
の
現
実
が
こ
れ
で
あ

る
。
厚
生
労
働
省
は
国
民
に
詳
し

く
説
明
す
る
こ
と
も
無
く
、
国
民

の
同
意
も
な
い
ま
ま
実
施
し
た
。

医
療
機
関
に
は
患
者
に
十
分
な
説

明
と
同
意
に
基
づ
く
医
療
を
実
行

す
る
よ
う
義
務
付
け
て
い
る
。
こ

れ
で
は
医
療
現
場
は
混
乱
す
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
医
療
機

関
や
患
者
か
ら
反
対
さ
れ
る
の
は

当
然
だ
。
こ
れ
を
阻
止
し
な
い
と

日
本
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
は
一

段
と
崩
壊
に
向
か
う
だ
ろ
う
。
今

後
の
政
局
は
重
要
だ
。　   

（
飯
） 

あぜ道 あぜ道 

山々に野草が芽吹き、季節の訪れや味覚も楽しめる。しかし、有毒野草に気を付けよう。 

新
病
院
長
に
長
坂
先
生

新
病
院
長
に
長
坂
先
生 

新
病
院
長
に
長
坂
先
生 

　
都
築
靖
病
院
長
の
後
任
と
し
て

利
根
中
央
病
院
院
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。 

　
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
病
院

に
と
っ
て
も
最
大
の
課
題
で
あ
る

新
病
院
建
設
の
実
現
を
は
じ
め
、

救
急
、
小
児
科
、
産
科
医
療
な
ど

こ
の
地
域
の
医
療
を
守
る
と
り
く

み
や
、
医
療
安
全
の
遂
行
な
ら
び

医
師
、
助
産
師
・
看
護
師
等
の
人

材
確
保
や
養
成
に
向
け
て
全
力
を

尽
く
す
所
存
で
す
。 

　
組
合
員
、
患
者
の
皆
様
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

長
坂
先
生
の
略
歴 

１
９
７
３
年
　
群
馬
大
学
医
学
部
　

　
　
　
　

　
卒
業 

　
　
７
５
年
　
利
根
保
健
生
協
　
　

　
　
　
　
　
　
利
根
中
央
病
院
入
職 

　
　
９
０
年
　
片
品
診
療
所
長
就
任 

　
　
９
５
年
　
理
事
就
任 

２
０
０
０
年
　
利
根
中
央
病
院 

　
　
　
　
　
　
副
院
長
就
任 

長
坂
新
病
院
長 

　
１
９
９
７
年
よ
り
11
年
に
わ

た
っ
て
の
病
院
長
を
退
任
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
在
任
中
は
、
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
医
師

と
し
て
の
総
合
力
を
発
揮
す
る
上

に
、
こ
れ
以
上
の
経
験
は
な
い
も

の
と
確
信
致
し
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
こ
の
得
難
い
体
験
を

も
と
に
、
利
根
保
健
生
協
理
事
長

と
し
て
、
保
健
・
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
相
互
連
携
と
、
社
会
保
障

充
実
の
た
め
頑
張
る
所
存
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 

都
築
病
院
長 

��������������
��������������
��������������
��������������
��������������

143人が健康チェック 

さらに運動を 
　　　 続けよう 
さらに運動を 
　　　 続けよう 
さらに運動を 
　　　 続けよう 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界
保
健
デ
ー 

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（世
界
保
健
機
関
）は
創
立
さ
れ
た
４
月
７
日
を
記
念
し
て
、
世
界
の
国
々
で
健
康
へ
の
関

心
を
高
め
る
日
と
し
て
「
世
界
保
健
デ
ー
」
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。 

　
当
生
協
で
も
こ
の
呼
び
か
け
に
応
え
、
沼
田
南
、
昭
和
東
・
南
の
３
支
部
が
行
な
い
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
に
は
組
合
員
・
職
員
が
延
べ
16
人
参
加
し
て
、
２
ヵ
所
で
血
圧
と
体
脂
肪
測
定
を
延
べ

１
４
３
人
行
な
い
ま
し
た
。 

　
沼
田
南
支
部
は
、18
日
（金
）に

組
合
員
と
職
員
10
人
が
サ
ン
モ

ー
ル
鍛
冶
町
店
で
行
な
い
ま
し

た
。
事
前
に
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」

の
ビ
ラ
を
配
布
し
た
効
果
も
あ
っ

て
、
血
圧
測
定
40
人
、
体
脂
肪

測
定
31
人
行
な
い
ま
し
た
。
　 

　
昭
和
東
と
南
支
部
は
「
健
康
チ

ェ
ッ
ク
」
を
年
に
５
〜
６
回
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
回
も
19
日
（土
）

に
昭
和
の
湯
で
、
組
合
員
・
職
員

６
人
で
血
圧
測
定
43
人
、
体
脂

肪
測
定
29
人
行
な
い
ま
し
た
。 

　
「太
っ
て
き
た
」
と
言
い
な
が

ら
体
脂
肪
の
結
果
が
、
適
正
に
近

い
「軽
度
の
肥
満
」で
、「
も
う
一

度
運
動
を
続
け
て
み
よ
う
」
と
話

す
方
も
い
ま
し
た
。 

　
体
脂
肪
測
定
の
結
果
は
、
表
の

様
に
約
50
％
の
方
が
「
適
正
」
で

し
た
が
、「
軽
度
の
肥
満
」と
あ
わ

せ
た
「肥
満
」は
、男
性
27
・
７
％
、

女
性
35
・
７
％
で
女
性
の
方
が
「肥

満
」傾
向
の
結
果
で
し
た
。 

女
性
に
肥
満
傾
向 

体脂肪測定の結果（％） 

男性 

女性 

全体 

16.7

9.5

11.7

55.6

54.7

55.0

22.2

28.6

26.7

5.5

やせ 
すぎ 適正 

軽度の 
肥満 肥満 

7.1

6.6

　
都
築
靖
病
院
長
の
定
年

に
と
も
な
い
、
２
０
０
８

年
４
月
１
日
を
も
っ
て
長

坂
一
三
先
生
が
新
病
院
長

に
就
任
致
し
ま
し
た
。 

　
２
人
の
あ
い
さ
つ
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。 

都築靖前病院長 長坂一三新病院長 

沼
田
東
支
部
　
14

 

雲
越
　
タ
カ 

小
野
　
の
ぶ 

児
玉
　
洋
明 

桑
原
　
和
子 

中
澤
と
き
子 

高
橋
　
道
子 

得
能
　
淑
子 

生
方
　
輝
房 

村
田
　
定
蔵 

小
林
永
久
子 

遠
藤
　
一
郎 

大
東
　
宣
之 

染
谷
は
る
い 

沼
田
中
支
部
　
７ 

田
中
　
穂
積 

小
熊
　
幸
雄 

都
丸
佐
千
江 

井
本
　
純
一 

林
　
　
経
子 

生
方
　
弘
子 

今
井
　
政
子 

沼
田
西
支
部
　
８ 

加
藤
　
岩
男 

小
池
よ
し
子 

佐
藤
　
郁
子 

岡
嶋
　
禎
子 

生
方
勢
津
子 

徳
武
　
愛
子 

斉
藤
　
初
江 

三
ツ
井
久
雄 

沼
田
南
支
部
　
７ 

下
田
　
仁
左 

馬
場
半
次
郎 

深
代
　
徳
善 

不
破
　
房
夫 

小
泉
　
利
子 

井
上
　
益
子 

小
泉
　
禎
三 

沼
田
北
支
部
　
14

 

佐
藤
　
幸
子 

鈴
木
　
　
修 

星
野
　
昌
子 

渡
辺
　
一
夫 

萩
原
マ
ス
エ 

高
山
　
良
雄 

登
坂
　
悦
子 

山
内
　
ナ
ツ 

飯
島
　
錦
子 

野
中
　
忠
信 

永
井
　
達
郎 

池
田
　
　
清 

永
井
　
武
志 

井
之
川
は
つ
ゑ 

利
南
支
部
　
14 

林
　
　
始
二 

佐
藤
　
定
夫 

宮
野
入
三
男 

高
橋
　
隆
雄 

林
　
大
丈
夫 

小
出
八
重
子 

武
井
日
出
子 

石
井
　
啓
勝 

高
橋
　
達
雄 

津
久
井
幸
一 

横
坂
　
玉
代 

本
間
　
一
恵 

金
井
き
く
江 

吉
江
　
高
志 

池
田
支
部
　
８ 

石
田
キ
ク
エ 

斉
藤
　
廣
明 

大
嶋
　
次
郎 

中
澤
　
益
夫 

峰
川
　
敬
明 

田
村
　
　
肇 

永
井
　
章
子 

高
山
　
善
市 

薄
根
支
部
　
９ 

片
野
由
美
子 

笛
木
　
信
行 

今
井
　
栄
一 

木
桧
　
一
郎 

穂
苅
　
勝
代 

晴
智
　
保
典 

野
村
　
幸
恵 

太
田
　
　
　 

入
内
澤
万
五
郎 

川
田
支
部
　
８ 

原
　
二
次
男 

黒
岩
　
　
操 

大
竹
　
　
正 

生
方
志
づ
子 

深
津
　
武
久 

根
岸
　
淳
一 

野
口
意
志
雄 

岡
野
　
行
男 

白
沢
支
部
　
８ 

中
村
シ
ズ
コ 

田
中
　
久
子 

中
村
　
節
枝 

宇
敷
　
ふ
み 

藤
井
さ
き
子 

小
林
　
拡
子 

林
　
　
勝
江 

椎
原
　
正
雄 

利
根
北
支
部
　
９ 

田
辺
　
幸
夫 

井
上
　
裕
次 

星
野
　
一
重 

小
林
美
知
雄 

金
子
喜
一
郎 

加
藤
　
真
喜 

千
明
　
睦
枝 

中
村
　
君
子 

金
子
吉
五
郎 

利
根
南
支
部
　
６ 

山
崎
　
徳
子 

鈴
木
　
照
夫 

津
久
井
よ
し
子 

笛
田
　
哲
男 

片
品
支
部
　
14 

桑
原
藤
太
郎 

星
野
　
邦
子 

金
子
　
政
樹 

萩
原
　
日
郎 

鏑
木
　
文
夫 

笠
原
　
喜
八 

笠
原
福
太
郎 

戸
丸
　
　
元 

林
　
　
和
夫 

千
明
　
　
博 

佐
藤
　
幸
一 

星
野
　
育
雄 

北
島
ま
つ
子 

星
野
　
豊
作 

川
場
支
部
　
８ 

田
中
　
利
明 

角
田
　
幸
雄 

小
林
　
邦
治 

小
林
　
文
吉 

田
村
三
次
朗 

原
沢
　
直
栄 

横
坂
　
房
江 

中
村
　
美
男 

月
夜
野
東
支
部
　
14

 

尾
崎
　
孝
男 

富
田
　
　
武 

広
橋
　
絹
代 

都
丸
　
富
子 

渋
谷
　
典
子 

藤
原
　
京
子 

佐
藤
　
　
興 

深
津
ハ
ル
イ 

馬
場
　
正
勝 

真
庭
　
利
治 

金
古
　
正
直 

阿
部
と
も
江 

小
林
　
一
義 

月
夜
野
西
支
部
　
12

 

千
明
た
か
え 

本
多
　
　
清 

武
川
　
市
郎 

斉
藤
　
　
忠 

石
坂
　
信
夫 

林
　
　
栄
一 

廣
井
小
夜
子 

阿
部
　
孝
吉 

大
木
　
源
次 

丸
山
　
　
功 

小
林
　
繁
雄 

高
橋
　
国
治 

水
上
支
部
　
13 

林
　
　
輝
子 

武
田
　
直
子 

阿
部
　
　
弘 

綿
貫
は
る
子 

岩
井
た
け
子 

雲
越
　
萬
枝 

桑
原
　
満
夫 

阿
部
　
　
功 

橋
本
　
修
一 

田
村
　
末
子 

須
藤
　
　
晃 

林
　
　
昌
夫 

稲
垣
　
茂
治 

新
治
支
部
　
14 

田
村
　
文
子 

笛
木
し
づ
江 

安
達
　
　
澄 

阿
部
　
光
江 

阿
部
　
富
子 

山
岸
　
満
男 

林
　
千
恵
子 

林
　
　
和
枝 

石
坂
佐
久
衛 

北
野
　
静
雄 

村
田
久
美
子 

福
島
　
槇
子 

大
坪
富
美
子 

島
崎
　
金
衛 

昭
和
東
支
部
　
８ 

高
橋
勇
治
郎 

山
後
　
一
敬 

大
竹
　
万
平 

山
後
　
佐
吉 

加
藤
久
美
子 

後
藤
き
み
江 

鈴
木
　
成
子 

吉
沢
　
次
郎 

昭
和
南
支
部
　
８ 

角
田
　
恵
子 

綿
貫
ふ
さ
よ 

阿
部
　
昭
夫 

諸
田
　
洋
子 

諸
田
は
ま
江 

山
口
ゆ
わ
子 

藤
井
　
愛
作 

堤
　
　
み
ゑ 

高
山
支
部
　
６ 

田
村
　
武
夫 

大
木
　
一
雄 

松
井
　
佳
作 

深
代
　
昭
夫 

長
澤
　
克
美 

小
渕
　
伊
豆 

職
　
域
　
１ 

宮
内
　
智
行 

新
総
代
紹
介

新
総
代
紹
介 

新
総
代
紹
介 

順
不
同 

任 

期
（
２
０
０
８
・
４
・
１
〜
２
０
１
０
・
３
・
３１
） 

沼
田
南
支
部 

昭
和
東･

南
支
部 



利 根 の 保 健  

〈
沼
田
中
支
部
〉 

生
方
　
正
雄 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

吉
沢
　
重
雄 

笛
木
　
　
充 

〈
川
田
支
部
〉 

伊
藤
　
み
よ 

〈
白
沢
支
部
〉 

根
岸
喜
代
三 

松
永
篤
之
賛 

谷
尾
チ
ヨ
子 

〈
利
根
南
支
部
〉 

小
林
　
文
男 

〈
片
品
支
部
〉 

星
野
　
一
男 

星
野
　
義
雄 

〈
川
場
支
部
〉 

戸
部
　
善
積 

松
井
　
雅
也 

千
木
良
澄
夫 

桑
原
き
み
江 

飯
塚
　
貞
次 

小
林
　
　
勇 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

阿
部
　
史
郎 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

片
野
　
勝
司 

〈
新
治
支
部
〉 

河
合
あ
さ
え 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

堤
　
　
孝
雄 

〈
高
山
支
部
〉 

高
橋
　
幸
夫 

関
　
　
理
市 

平
形
　
　
久 

上
出
　
寿
和 

平
形
　
芳
治 

田
中
千
鶴
夫 

田
中
　
正
一 

笠
原
　
利
勝 

古
澤
　
雪
夫 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

　
（
1280
口
以
上
） 

大
島
　
昭
治 

　
（
80
口
以
上
） 

 

鈴
木
　
　
昇 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

　
（
5100
口
以
上
） 

綿
貫
　
藤
江 

綿
貫
　
博
通 

　
（
1180
口
以
上
） 

田
中
　
穂
積 

　
（
10
口
以
上
） 

 

川
原
崎
義
雄 

〈
沼
田
南
支
部
〉 

　
（
1550
口
以
上
） 

勅
使
河
原
正
太
郎 

　
（
1330
口
以
上
） 

小
泉
　
利
子 

　
（
620
口
以
上
） 

飯
田
　
武
一 

　
（
460
口
以
上
） 

馬
場
半
次
郎 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

　
（
800
口
以
上
） 

角
田
　
正
男 

　
（
80
口
以
上
） 

神
村
　
治
良 

〈
利
南
支
部
〉 

　
（
110
口
以
上
） 

 

宮
澤
　
　
賢 

　
（
20
口
以
上
） 

 

石
川
　
節
子 

〈
薄
根
支
部
〉 

　
（
50
口
以
上
） 

平
田
善
三
郎 

〈
川
田
支
部
〉 

　
（
80
口
以
上
） 

見
城
　
勇
三 

　
（
50
口
以
上
） 

茂
木
　
　
登 

〈
白
沢
支
部
〉 

　
（
140
口
以
上
） 

 

青
木
　
恒
夫 

　
（
40
口
以
上
） 

 

根
岸
喜
代
三 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　
（
620
口
以
上
） 

  

金
子
喜
一
郎 

　
（
420
口
以
上
） 

  

高
草
木
　
功 

　
（
40
口
以
上
） 

 

石
川
　
達
雄 

〈
片
品
支
部
〉 

　
（
1950
口
以
上
） 

原
沢
　
粂
夫 

　
（
400
口
以
上
） 

藤
城
　
喜
義 

　
（
170
口
以
上
） 

星
野
　
一
夫 

　
（
60
口
以
上
） 

 

千
明
　
祐
一 

星
野
　
　
一 

　
（
10
口
以
上
） 

 

牧
野
　
秀
昭 

〈
川
場
支
部
〉 

　
（
140
口
以
上
） 

  

小
林
　
桂
一 

　
（
100
口
以
上
） 

  

堀
上
仁
左
エ
門 

　
（
90
口
以
上
） 

 

内
藤
　
巳
七 

　
（
50
口
以
上
） 

 

松
井
　
大
介 

桑
原
き
み
江 

　
（
40
口
以
上
） 

 

岡
村
な
つ
子 

　
（
30
口
以
上
） 

 

松
井
　
富
雄 

松
井
　
洋
子 

柳
　
　
　
実 

小
島
　
康
由 

　
（
10
口
以
上
） 

 

飯
塚
　
　
昇 

飯
塚
　
貞
次 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　
（
130
口
以
上
） 

  

高
　
　
忠
昭 

　
（
110
口
以
上
） 

  

石
倉
　
こ
う 

　
（
50
口
以
上
） 

 

高
橋
　
祥
夫 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　
（
100
口
以
上
） 

  

深
井
　
馬
次 

〈
水
上
支
部
〉 

　
（
420
口
以
上
） 

  

穂
苅
タ
ツ
ノ 

　
（
220
口
以
上
） 

 

武
田
　
芳
治 

　
（
130
口
以
上
） 

 

阿
部
直
三
郎 

　
（
120
口
以
上
） 

宇
津
木
彦
久 

　
（
90
口
以
上
） 

  

斉
藤
　
澄
子 

〈
新
治
支
部
〉 

　
（
300
口
以
上
） 

小
林
太
一
郎 

　
（
200
口
以
上
） 

  

大
川
　
善
夫 

　
（
70
口
以
上
） 

 

片
野
　
三
郎 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

　
（
850
口
以
上
） 

  

杉
木
　
哲
二 

　
（
70
口
以
上
） 

 

松
井
源
之
助 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

　
（
2390
口
以
上
） 

  

堤
　
　
み
ゑ 

　
（
180
口
以
上
） 

 

金
井
　
弘
明 

　
（
30
口
以
上
） 

  

諸
田
富
美
雄 

よ
う 

 

こ
そ 

3
月
の 

新
加
入
者 

新
し
い
仲
間 

▼
3
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
三
九
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

増
資
者
一
覧 

3
月
分 

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す 

▼
3
月
の
増
資
は
六
三
五
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た 

　
五
七
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 

（
敬
称
略
） 

川 島 光 明  小 松 　 恵  

佐々木  毅志 塩 澤 裕 行  

　
４
月
１
日
、
こ
の
春
か
ら
利
根

保
健
生
協
に
加
わ
っ
た
51
人
の

入
協
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（医

師
13
人
、研
修
医
４
人
、看
護
師

16
人
、医
療
技
術
系
８
人
、事
務
・

准
看
生
徒
10
人
） 

　
ま
た
、利
根
中
央
病
院
は「
臨
床

研
修
指
定
病
院
」と
な
っ
て
お
り
、

現
在
６
人
の
医
師
が
研
修
中
で
す
。 

　
新
た
に
加
わ
っ
た
４
人
を
紹
介

し
ま
す
。 

　
４
月
21
・
22
日
の
二
日
間
、老
健

と
ね
デ
イ
ケ
ア
利
用
者
が
沼
田
公

園
で
お
花
見
会
を
行
い
ま
し
た
。　

　
桜
の
開
花
が
予
想
よ
り
一
週
間

早
く
、
散
り
始
め
て
い
ま
し
た

が
、
花
び
ら
が
一
面
に
広
が
り
ピ

ン
ク
色
の
絨
毯
で
私
た
ち
を
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。 

　
と
き
お
り
花
び
ら
が
風
で
舞
い

上
が
り
見
事
な
桜
吹
雪
を
見
せ
て

く
れ
た
り
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
海

棠
も
咲
き
色
を
添
え
、
桜
が
満
開

の
と
き
で
は
見
ら
れ
な
い
風
景
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
初
め
て
こ
の
お
花
見
会
に
参
加

さ
れ
た
方
は
「
歳
を
と
る
と
、
な

か
な
か
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
は

来
れ
な
い
か
ら
、
来
れ
て
良
か

っ
た
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。 

　
「
老
健
と
ね
」
で
は
、
こ
う

し
た
行
事
や
、
日
常
的
な
談
話

や
お
茶
出
し
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
関
わ
れ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
「
週
に
一
度
」

「
一
日
一
時
間
」
で
も
大
歓
迎

で
す
。
皆
さ
ん
の
お
力
を
お
貸

し
下
さ
い
。
詳
細
は
「
老
人
保

健
施
設
と
ね
」
電
話
22-

８
８
５

５
　
五
十
嵐
ま
で
。 

　
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
は
言
い
た

く
な
い
」
と
銘
打
ち
、
「
看
護
師

増
や
し
て
、
安
心
安
全
な
手
厚
い

看
護
を
さ
せ
て
」
と
、
４
月
19

日
午
後
、
前
橋
市
で
群
馬
民
医
連

主
催
の
看
護
集
会
が
開
か
れ
100

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

　
利
根
か
ら
は
、
看
護
師
45
人
を

は
じ
め
、
飯
田
理
事
、
看
護
師
の

夫
代
表
と
し
て
宮
内
智
行
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
。 

　
集
会
で
は
、
そ
の
他
に
医
師
、

患
者
代
表
、
事
務
代
表
な
ど
が
加

わ
っ
て
訴
え
ま
し
た
。 

　
全
日
本
民
医
連
の
窪
倉
み
さ
江

理
事
の
記
念
講
演
で
は
、
「
こ
れ

ま
で
の
『
看
護
改
善
大
運
動
』

で
、
百
万
余
筆
の
署
名
を
集
め
先

の
国
会
で
は
請
願
が
採
択
さ
れ
、

国
も
看
護
師
不
足
を
認
め
た
。
こ

の
運
動
を
強
め
て
、
今
年
度
末
ま

で
に
さ
ら
に
50
万
の
署
名
を
集
め

よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
担
当
の
布
施
看
護
師
長
は
「
今

後
も
、
『
看
護
師
増
や
せ
の
運

動
』
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。
組

合
員
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。 

　
二
年
目
研
修
医
の
川
島
で
す
。
一

年
目
は
群
馬
大
学
付
属
病
院
で
研
修

し
て
お
り
ま
し
た
。 

　
と
て
も
雰
囲
気
が
良
い
職
場
で
恵

ま
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
少

し
で
も
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
研
修
医
の
小
松
恵
と
申
し
ま
す
。 

　
大
泉
町
出
身
で
す
。
入
協
式
に
雪

が
降
っ
た
の
で
、
赤
城
山
を
越
え
て

き
た
ん
だ
な
と
し
み
じ
み
思
い
ま
し

た
が
、
笑
顔
と
活
気
あ
ふ
れ
る
利
根

中
央
病
院
で
働
け
る
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。 

　
こ
の
度
、
利
根
中
央
病
院
で
研
修

さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た

佐
々
木
毅
志
で
す
。
出
身
大
学
は
群

馬
大
学
で
す
。
未
熟
者
で
す
が
頑
張

っ
て
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
研
修
医
一
年
目
の
塩
澤
裕
行
と
申

し
ま
す
。
青
森
の
弘
前
大
学
を
出
ま

し
た
。
沼
田
は
寒
く
雪
の
降
る
所
で

す
が
、
そ
の
点
で
は
鍛
え
ら
れ
る
と

思
う
の
で
寒
さ
に
め
げ
ず
頑
張
り
た

い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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��

yy
yy
yy
yy
yy
yy
yy
yy
yy

　
４
月
６
日
、
病
気
の
た
め
死
去

さ
れ
ま
し
た
。
78
才
。 

　
52
年
、利
根
保
健
生
協
の
前
身
、

利
根
消
費
生
活
協
同
組
合
準
備
会

か
ら
、利
根
中
央
診
療
所
設
立
に

関
わ
り
、54
年
か
ら
運
営
委
員
に

就
任
。生
協
の
設
立
が
困
難
視
さ

れ
て
い
た
中
で
、当
時
理
事
を
し
て

い
た
群
馬
労
生
協
と
の
合
併
案
が

浮
上
し
、59
年
に
実
現
、そ
の
中
心

と
な
り
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

　
76
年
に
利
根
保
健
生
協
が
創
立
、

以
降
03
年
５
月
ま
で
理
事
14
期
27

年
。
そ
の
間
、
理
事
会
の
総
務
委

員
長
と
し
て
、
半
世
紀
に
わ
た

り
、
献
身
的
活
動
で
保
健
生
協
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
50
年
頃
よ
り
、
郷
土
産
業

で
働
く
「
木
工
産
業
労
働
組
合
」

の
設
立
に
参
加
し
書
記
。
労
働
組

合
員
の
信
頼
を
広
げ
労
働
分
野
で

活
躍
。
以
後
、
利
根
地
区
労
働
組

合
協
議
会
の
事
務
局
長
に
就
任
、

労
働
組
合
の
中
に
も
生
協
の
理
解

者
を
広
げ
ま
し
た
。 

　
59
年
〜
沼
田
市
議
会
議
員
６
期
、

同
副
議
長
な
ど
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。 

勅
使
河
原
正
太
郎
氏 

生
協
創
立
か
ら
半
世
紀 

３
月
26
日
、
病
気
の
た
め
死
去
さ

れ
ま
し
た
。
72
才
。 

　
98
年
よ
り
利
根
保
健
生
協
総
代

３
期
５
年
、
01
年
よ
り
２
年
水
上

支
部
長
、
03
年
よ
り
理
事
３
期
５

年
。
理
事
２
期
目
の
途
中
で
、
そ

の
人
望
か
ら
、
理
事
会
組
織
委
員

会
の
委
員
長
に
就
任
、
地
元
支
部

だ
け
で
な
く
、
利
根
沼
田
全
域
の

生
協
運
動
、
医
療
体
制
の
充
実
の

た
め
力
を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。 

　
62
年
、
東
武
鉄
道
株
式
会
社
入

社
、
以
来
定
年
ま
で
労
働
組
合
の

役
員
を
歴
任
し
、
労
働
組
合
員
の

厚
生
活
動
に
積
極
的
に
か
か
わ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
利
根
中
央
病
院

が
現
在
地
に
新
設
し
た
際
、
病
院

前
の
バ
ス
停
設
置
の
運
動
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。 

生
方
鉄
二
氏 

バ
ス
停
設
置
に
も
尽
力 

2009年度職員募集 
　利根保健生協では2009年4月1日採用

予定職員を次の通り募集します。 

　生協活動、組合員とともにつくる医療

活動に意欲ある人を求めます。 

　応募者は総務課人事係まで履歴書・卒

業見込み書・成績証明書を送付下さい。 

詳細は総務課人事係まで 
　　　　　　お問い合わせ下さい。 

1. 募集職種、採用予定人員、応募資格 
①看護師・助産師・保健師含む 
　………………………10名　新卒・既卒可
②理学・作業療法士 
　………………………若干名　新卒・既卒可 
③その他の医療技術職についてはお問い合わ
せ下さい。 
④事務員若干名（2009年3月4年制大学卒業
見込みの者及び既卒者で28歳未満の者。） 
　業務内容：医療事務、本部事務（総務、経
理、資材）、生協組織担当及びＭＳＷ（医
療ソーシャルワーカー）等。 

2. 採用試験 
○実施時期 
　事務員：第一次試験→7月末を予定　応募
　締め切り6月末日。 
　医療技術者：8月を予定、詳細は各人に追
　って通知します。 
○試験内容（各職種共通） 
　学科試験、小論文、面接、健康診断 

「地域の健康増進に貢献したい」と決意 

桜
吹
雪
に

桜
吹
雪
に 

     

笑
顔
笑
顔 

桜
吹
雪
に 

     

笑
顔 

老
健
と
ね
花
見
会 

看
護
師
増
や
し
て 

　
　
良
い
医
療
を
！！
 群馬民医連 
看護集会 

����������
����������
����������
����������新たな力 51人 新たな力 51人 新たな力 51人 

新入職員入協式 

有毒な野草の多くは、煮ても湯がいても毒が消えない。種類がはっきり分からないものは食べない。 
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　飲み水確保に苦労 
　「毒よりマシ」と… 

川場村川場湯原 

 星 野  寿 雄 （88歳） 

　
７
人
弟
妹
の
長
男
と
し
て
農
家

に
生
ま
れ
、
18
歳
に
な
っ
た
昭
和

13
年
３
月
、
陸
軍
を
志
願
し
て
関

東
軍
に
入
隊
し
た
。
第
一
方
面
軍

歩
兵
八
十
八
連
隊
に
配
属
に
な

り
、
満
州
国
（
中
国
東
北
部
）
の

北
方
、
ソ
連
国
境
に
近
い
暉
春
に

移
り
、
初
年
兵
教
育
を
受
け
た
。

こ
こ
の
冬
の
寒
さ
は
格
別
だ
っ
た

が
、
そ
れ
よ
り
厳
し
い
の
は
軍
隊

生
活
で
、
命
令
や
指
示
の
厳
守
は

も
ち
ろ
ん
、
少
し
の
ミ
ス
も
見
逃

さ
れ
ず
、
殴
ら
れ
た
り
蹴
ら
れ
る

な
ど
制
裁
を
受
け
た
。
し
か
し

「
こ
れ
が
志
願
し
た
軍
隊
だ
」
と

納
得
し
、
慣
れ
て
い
っ
た
。
そ
の

後
、
乙
種
幹
部
候
補
生
試
験
に
合

格
し
て
下
士
官
に
な
っ
た
。 

　
15
年
３
月
、
満
州
国
の
首
都
新

京
に
あ
る
軍
司
令
部
の
情
報
部
に

転
属
と
な
っ
た
。
情
報
部
で
は
、

戦
闘
作
戦
を
策
定
す
る
た
め
の
資

料
や
情
報
収
集
が
主
な
任
務
で
あ

っ
た
。
ま
た
同
時
に
司
令
官
・
山

下
奉
文
の
護
衛
も
命
じ
ら
れ
た
。

銃
に
は
常
時
実
弾
を
込
め
て
持

ち
、
四
六
時
中
、
司
令
官
と
行
動

を
共
に
し
て
身
辺
警
護
に
当
た
っ

た
。 

　
そ
の
後
、山
下
司
令
官
は
、太
平

洋
戦
争
開
戦
と
同
時
に
マ
レ
ー
半
島

に
上
陸
。抵
抗
す
る
英
国
軍
を
撃
破

し
て
快
進
撃
を
続
け
、た
ち
ま
ち
同

半
島
を
制
圧
し
て
英
国
軍
拠
点
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領
し
た
。こ
の
緒
戦

の
大
戦
果
に
国
民
は
歓
喜
し
て
「
マ

レ
ー
の
虎
」
と
称
え
ら
れ
た
。 

　
昭
和
20
年
に
な
る
と
南
方
戦
線

の
戦
況
が
し
だ
い
に
悪
化
。
そ
の

支
援
の
た
め
我
々
の
部
隊
は
、
満

州
国
か
ら
支
那
大
陸
を
縦
断
し

て
、
仏
領
印
度
支
那
（
現
ベ
ト
ナ

ム
）
に
向
か
っ
て
移
動
を
開
始
し

た
。
国
境
を
越
え
て
中
国
に
入
る

と
中
国
軍
の
攻
撃
が
激
し
く
な

り
、
何
度
も
戦
闘
が
繰
り
返
さ
れ

て
前
進
を
阻
ま
れ
た
。
空
襲
の
標

的
に
な
ら
な
い
よ
う
草
む
ら
や
林

に
身
を
潜
め
た
り
、
時
に
は
川
に

潜
る
な
ど
し
て
攻
撃
を
回
避
し
た
。 

　
こ
の
時
、
最
も
苦
労
し
た
の
は

飲
み
水
の
確
保
だ
っ
た
。
生
き
物

の
姿
が
見
当
た
ら
な
い
澄
ん
だ
川

の
水
は
「
毒
が
流
さ
れ
て
い
る
」

と
疑
い
、
ボ
ウ
フ
ラ
が
い
る
よ
う

な
汚
い
水
な
ら
「
大
丈
夫
だ
」
と

下
痢
を
覚
悟
し
て
飲
ん
だ
。
更
に

「
毒
よ
り
は
マ
シ
だ
」
と
自
分
の

尿
を
水
筒
に
と
っ
て
飲
ん
だ
こ
と

も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
苦
労
を
重

ね
な
が
ら
南
進
を
続
け
、
よ
う
や

く
台
湾
の
南
部
に
到
着
し
た
。
こ

こ
で
内
地
に
集
結
し
て
い
る
部
隊

を
再
編
成
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
向

か
お
う
と
計
画
し
て
い
た
。
そ
の

寸
前
に
「
終
戦
」
の
情
報
が
流
れ

た
。
司
令
部
で
は
、
動
揺
す
る
の

を
抑
え
る
た
め
「
休
戦
」
と
し
た

が
、
８
月
15
日
の
玉
音
放
送
で
連

合
国
軍
に
無
条
件
降
伏
し
た
こ
と

を
知
ら
さ
れ
た
。
そ
の
日
の
命
さ

え
保
障
さ
れ
な
い
日
々
に
終
止
符

が
打
た
れ
た
。
自
ら
志
願
し
た
軍

隊
だ
っ
た
が
「
あ
あ
良
か
っ
た
。

こ
れ
で
生
き
て
日
本
に
帰
れ
る
」

と
喜
び
が
込
み
上
げ
て
き
た
。 

　
我
々
は
そ
の
ま
ま
台
湾
で
連
合

軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
。
中
国
軍
の

監
視
は
厳
し
く
、
秘
密
文
書
や
爆

薬
な
ど
を
隠
し
持
っ
て
は
い
な
い

か
と
、
褌
も
脱
が
さ
れ
て
素
っ
裸

に
さ
れ
、
更
に
鼻
や
耳
の
穴
ま
で

調
べ
ら
れ
た
。
「
こ
ん
な
屈
辱
を

受
け
て
も
、
生
き
て
帰
る
た
め
に

は
我
慢
が
大
事
」
と
泣
き
た
い
ほ

ど
の
惨
め
さ
を
耐
え
た
。 

　
昭
和
21
年
３
月
、
復
員
船
に
乗

船
し
て
日
本
に
向
か
い
、
北
九
州

の
門
司
港
に
到
着
し
た
。
２
・
３

日
後
、
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
詰
め
の
貨

物
列
車
で
下
関
を
出
発
。
戦
災
で

焼
け
野
原
と
な
っ
た
広
島
や
東
京

の
無
惨
な
姿
に
涙
し
な
が
ら
、
５

日
間
か
か
っ
て
沼
田
駅
に
着
い

た
。
爆
撃
に
あ
っ
た
様
子
が
な
い

昔
の
ま
ま
の
沼
田
の
景
色
に
ホ
ッ

と
胸
を
撫
で
下
ろ
し
、
歩
い
て
川

場
の
家
に
帰
っ
た
。
突
然
の
帰
宅

に
び
っ
く
り
さ
れ
た
が
、
家
族
と

手
を
取
り
合
っ
て
無
事
を
喜
ん
だ
。 

　
こ
の
７
年
間
の
戦
争
体
験
を
通

し
て
、
人
間
同
士
が
殺
し
合
い
、

市
民
を
巻
き
込
む
戦
争
は
、
理
由

の
如
何
を
問
わ
ず
、
絶
対
に
し
て

は
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
た
。 

3月班会開催一覧 

新治　須川班（セラバンド体操） 
　「運動ってやっぱりイイね」「いつも重い肩が軽くな
ってきた」など声が続き、「家でもテレビを見ながらや
ってみよう！」と健康づくり志向が高まりました。 

片品　菅沼班（歯周病・虫歯原因菌チェック） 
　紙の容器に唾液を採って口内の状態をチェック。
結果が良くない人は受診をすすめられました。正し
いブラッシングと定期健診で自分の歯を守りましょう！ 

白沢　尾合合同班（ダンベル体操・健康体操）
　ダンベルを忘れてしまった人も持っているつもり
で一緒に体操。ゆっくりした動作で肩や腕の筋肉のは
りを感じながら運動しました。継続して効果に期待♪ 

　毎月、受診の際には必ず受付窓口で保険証の提示を
お願いします。特にこの時期は、新たに導入された高
齢者医療制度をはじめ、年度の変わり目に伴って、多
くの方の保険証変更が行われる時期です。 
　新しく発行された保険証が確認できない場合は、会
計の際に全額自己負担となりますのでご了承下さい。 

　最近の世論調査でも国民７割超が「評価しない」と
返答。560超の地方議会も意見書を提出しています。 
　当生協も、国民の怒りと要求を国会に届ける「署名」
に取り組んでいます。ぜひ、積極的にご協力下さい。 

班会あれこれ 
おらがまちの 

材木町  11 
材木町１   
材木町２ 
東原新町3-2 
東原新町3-6 
東原新町5-3 
東原新町６ 
東原新町10-2 
西原新町合同班 
上原町合同班 
西倉内町８ 
西倉内町６ 
西倉内町7-1 
榛名町1-2 
榛名町8-2 
榛名町8-1 
鍛冶町10 
鍛冶町６ 
坊新田町１ 
坊新田町５ 
坊新田町６ 
坊新田町７ 
坊新田町10 
坊新田町12 
桜町1-1 
桜町1-2 
桜町２ 
桜町３ 
桜町４ 
桜町６ 
上久屋町馬場 
沼須合同班１ 
フラワータウン 
戸鹿野町1 
岡谷町西部１ 
下川田町田中１ 
下川田町田中２ 
下川田町中谷 
尾合上 
大原下宿１ 
大楊１ 
大楊３ 
平原２ 
立沢下 
小松 
菅沼合同班 
中野合同班 
下牧原の中 
後閑上入合同班 
後閑下入合同班 
上牧吉平上 
上牧吉平下 
上牧外坊１ 
上牧外坊２ 
真庭合同班 
政所合同班 
須川十二河原 
布施河原上　 
布施河原下 
糸井中宿 
入原下２ 
入原下１ 
入原上２ 
永井中合同班 
判形前原 
尻高熊野 
中山谷地 
中山堂山 
中山和田合同 
いこいの家 
１階北 
ふれあいの輪 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

眼の話 
大腸がんチェック 
大腸がんチェック 
後期高齢者医療制度、利根沼田の医療の話 
後期高齢者医療制度、利根沼田の医療の話 
後期高齢者医療制度、利根沼田の医療の話 
後期高齢者医療制度、利根沼田の医療の話 
後期高齢者医療制度、利根沼田の医療の話 
後期高齢者医療制度、利根沼田の医療の話 
後期高齢者医療制度、利根沼田の医療の話 
乳がんの話、大腸がんチェック 
がんの話、尿チェック 
がんの話、尿チェック 
骨粗しょう症の話、骨密度測定 
骨粗しょう症の話、骨密度測定 
骨粗しょう症の話、骨密度測定 
更年期障害の話 
更年期障害の話 
特定健診・特定保健指導の話、大腸がんチェック 
特定健診・特定保健指導の話、大腸がんチェック 
特定健診・特定保健指導の話、大腸がんチェック 
特定健診・特定保健指導の話、大腸がんチェック 
特定健診・特定保健指導の話、大腸がんチェック 
特定健診・特定保健指導の話、大腸がんチェック 
内蔵脂肪チェック、後期高齢者医療制度の話 
内蔵脂肪チェック、後期高齢者医療制度の話 
内蔵脂肪チェック、後期高齢者医療制度の話 
内蔵脂肪チェック、後期高齢者医療制度の話 
内蔵脂肪チェック、後期高齢者医療制度の話 
内蔵脂肪チェック、後期高齢者医療制度の話 
骨粗しょう症の話、骨密度測定 
年間計画 
年間計画、血圧測定 
骨粗しょう症の話、骨密度測定 
年間計画、血圧測定 
糖尿病の話 
糖尿病の話 
年間計画、血圧測定 
乳がんの自己チェック 
映画「ホームスイートホーム」観賞 
大腸がんチェック 
大腸がんチェック 
食の安全性の話 
食の安全性の話 
後期高齢者医療制度の話 
後期高齢者医療制度の話 
耳の話 
健康チェック 
食生活の話 
食生活の話 
健康チェック 
健康チェック 
健康チェック 
健康チェック 
乳がんの話 
乳がんの話 
精神科、食事の話 
１年の振り返り、尿チェック 
１年の振り返り、尿チェック 
年間計画、特定健診・特定保健指導の話 
メタボリック症候群と特定健診の話 
メタボリック症候群と特定健診の話 
メタボリック症候群と特定健診の話 
メタボリック症候群と特定健診の話 
おひまち班会 
内臓脂肪測定、転倒予防体操 
歯の話 
歯の話 
歯の話 
薬草の話 
生活習慣、死の四重奏の話 
メタボリック症候群の話 
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4 
3 
4 
3 
4 
4 
3 
4 
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7 
3 
3 
3 
4 
3 
4 
4 
3 
4 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
6 
3 
4 
5 
4 
17 
7 
6 
5 
6 
5 
6 
5 
4 
4 
5 
5 
3 
5 
8 
6 
3 
3 
5 
4 
4 
4 
3 
4 
4 
5 
5 
6 
6 
5 
3 
3 
7 
11 
7 
5 
4 
7 
18 
17

沼田東
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
沼田中 
 
 
沼田西 
 
 
沼田南 
 
 
 
 
 
 
 
沼田北 
 
 
 
 
 
利　南 
 
 
 
池　田 
川　田 
 
 
白　沢 
利根北 
 
 
 
 
利根南 
片　品 
川　場 
月夜野東 
 
 
 
 
 
 
 
 
新　治 
 
 
昭和東 
昭和南 
 
 
 
高　山 
 
 
 
 
職域・他 
病棟・他 
 

小林永久子 
小野　のぶ 
大谷　好子 
児玉　洋明 
小田切きよ乃 
高橋　道子 
中澤とき子 
桑原　和子 
佐藤　長次 
生方　輝房 
坂大　徳江 
土田　ふみ 
田中　穂積 
戸部　大吉 
金子　くら 
宮内はつ枝 
馬場半次郎 
竹村　健一 
飯田　光子 
木本　正江 
不破　房夫 
小林　武義 
小泉　初男 
勅使河原幸枝 
花山　とき 
鳥羽　　政 
星野　直子 
登坂　悦子 
生方　行子 
飯島　錦子 
織田沢澄世 
角田　健吉 
 
星野　早苗 
大島みさ江 
茂木　ちよ 
生方志づ子 
吉田　昌子 
角田　梅子 
星野　一重 
金子　初雄 
金子喜一郎 
小林　　均 
千明　睦枝 
中沢　政雄 
大竹　敏彦 
宮田　正子 
山田八重子 
阿部　タカ 
渋谷　典子 
 
 
篠田すみ江 
鈴木日出夫 
吉野　忠征 
尾崎　孝男 
田村　照代 
小林せつ子 
高橋　キミ 
須藤　澄子 
堤　　みゑ 
諸田　まつ 
堤　アサ江 
山口ゆわ子 
木村千代子 
佐藤　伸吉 
田村　武夫 
武渕　嘉子 
 
奥木　　茂 
西畠みどり 
野村　　操 

72回 総  計 363人 

沼
田
東
　
材
木
町
１
・
２
班 

　
毎
年
恒
例
の
お
花
見
班
会
。今

年
は
、沼
田
公
園
の
桜
が
満
開
で

し
た
。そ
れ
ぞ
れ
手
作
り
料
理
を

持
ち
寄
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。 
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利
根
中
央
病
院
の
玄
関
で
は
、
エ
プ
ロ
ン

姿
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
毎
朝
２
人
組
で
、

元
気
よ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
あ
な
た
も
「
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
よ
う
か
な
」

と
い
う
気
持
ち
か
ら
、

第
一
歩
を
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
？ 

（
研
修
制
度
あ
り
ま
す
） 

 

あなたの力をお貸し下さい 

時間：8:30～11:30くらい 
頻度：週1～月1回程度 
内容：車いす利用の補助など　　　 
資格：人を思いやる暖かい心ある方 

～玄関ボランティアさん募集！～ 

 

お
問
い
合
せ
　
℡
22-

２
３
０
０ 

（
生
協
組
織
課
　
原
澤
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

「保険証」の提示をお願いします 

年寄りいじめの後期高齢者医療制度
   国民世論で中止・撤回に

こ
ん
し
ゅ
ん 

し
ん 

き
ょ
う 

ふ
ん
ど
し 

よくして！



  

2008年５月１日（毎月1回1日発行） 第464号　（４） 利 根 の 保 健  

雪
し
ろ
の
濁
り
交
じ
り
て
利
根
川
の
瀬
音
は
高
し
荒
き

流
れ
に 

 

歌
碑
か
ざ
す
枝
垂
桜
の
花
み
ち
て
早
も
み
と
せ
の
と
き

は
巡
り
来 

 

枝
し
な
ふ
ほ
ど
に
盛
れ
る
土
佐
み
ず
き
下
向
き
に
咲
く

芯
の
強
さ
に 

 

最
高
の
声
は
り
あ
げ
て
詩
を
吟
ず
は
ず
か
し
が
り
や
の

吾
に
似
ず
し
て 

 

春
祭
り
の
高
き
幟
が
北
風
に
は
た
は
た
は
た
め
き
人
影

見
え
ず 

 

田
や
畑
を
維
持
す
る
こ
と
が
悩
み
な
り
後
継
者
な
き
七

十
五
の
春 

 

四
月
よ
り
め
っ
き
り
老
い
を
意
識
す
る
後
期
高
齢
者
保

険
証
も
ら
う 

沼
田
市
岡
谷
町
　
　
　
大
　
嶋
　
愛
　
子 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
笛
　
木
　
睦
　
子 

  

み
な
か
み
町
湯
原
　
　
渡
　
丸
　
共
　
代 

  

沼
田
市
硯
田
町
　
　
　
藤
　
田
　
　
　
清 

  

み
な
か
み
町
下
津
　
　
原
　
沢
　
貞
　
子 

  

沼
田
市
堀
廻
町
　
　
　
今
　
井
　
栄
　
一 

  

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
林
　
　
　
い
く
じ 

有毒植物の中毒は、口のしびれ、めまい、嘔吐、下痢、発汗、頭痛、唾液の分泌過多など、潜伏期間は比較的短い。 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

俳 

句 

短 

歌 

な
か
ま
の 

作
品 

鯉
の
ぼ
り
空
に
大
河
の
あ
る
如
し 

  

箸
袋
に
一
句
を
拾
う
花
の
宴 

  

山
里
の
谷
を
色
ど
る
若
葉
か
な 

  

岳

の

風

水

仙

の

花

夕

寒

し 
  

春
め
く
や
野
山
に
ひ
び
く
鳥
の
声 

  

嬌
声
の
若
き
ボ
ー
ト
や
雪
解
川 

  

臥
す
妻
に
花
見
の
話
た
め
ら
わ
れ 

  

亡
母
に
も
と
供
え
て
香
る
草
だ
ん
ご 

  

八
重
桜
思
は
ず
花
に
歩
を
は
こ
ぶ 

  

寝
こ
ろ
ぶ
や
春
た
け
な
わ
の
頃
な
り
き 

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

  

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
林
　
　
　
美
佐
子 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
木
　
村
　
由
　
夫 

  

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
阿
　
部
　
八
　
茶 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
山
　
田
　
千
恵
子 

  

み
な
か
み
町
下
牧
　
　
高
　
橋
　
勝
　
巳 

  

沼
田
市
上
久
屋
町
　
　
坂
　
田
　
や
す
お 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
峰
　
川
　
む
　
つ 

  

み
な
か
み
町
後
閑
　
　
横
　
坂
　
く
め
子 

  

渋
川
市
伊
香
保
町
　
　
小
　
池
　
徳
　
治 

牛肉とうどのきんぴら 

□ 作り方 
①牛肉は２㎝幅に切る。ごぼうはよく洗って、
皮つきのまま太めのせん切りにし、酢水にさ
らしてアク抜きをする。 

②鍋にごま油を熱し、牛肉、ごぼう、うどの順に
加えて炒める。水1/2カップと　を入れて５
分煮る。 

③さらに　を加えて汁気がなくなるまで煮て、
一味唐辛子、ごまをふって出来あがり。 

□ 材料（4人分） 

今月の 
料理 

（栄養課　小野由美子） 

医療相談室 医療相談室 医療相談室 　
今
年
も
地
域
や
職
場
に
「
健
康
診
断
」
や
「
人
間
ド

ッ
ク
」
の
案
内
が
届
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
毎
年
、

健
康
診
断
を
受
け
て
、
自
分
の
健
康
度
を
知
り
、
生
活

習
慣
病
（
糖
尿
病
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
ガ
ン
）
な
ど

の
病
気
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 
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健
康
診
断
の
す
す
め

健
康
診
断
の
す
す
め 
健
康
診
断
の
す
す
め

健
康
診
断
の
す
す
め 

―
40
歳
が
健
康
の
分
岐
点

歳
が
健
康
の
分
岐
点
― 
―
40
歳
が
健
康
の
分
岐
点
― 
健
康
診
断
の
す
す
め 

利根中央病院 
健康管理科師長 

千木良 美佐子 

当
院
の
人
間
ド
ッ
ク
 

　
生
活
習
慣
病
は
ひ
ど
く
な
ら
な

い
と
、
自
覚
症
状
が
で
ま
せ
ん
。

何
を
き
っ
か
け
に
自
覚
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
？
　
そ
れ
に
は
、

健
康
診
断
が
必
要
で
す
。 

　
検
査
結
果
か
ら
、
現
在
の
健
康

状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
、将
来
、

病
気
を
発
症
す
る
危
険
度
を
予
測

し
て
、
食
生
活
や
生
活
習
慣
を
見

直
し
、
予
防
対
策
に
役
立
て
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

　
検
査
結
果
の
数
値
は
、
そ
の
日

の
体
調
、
飲
食
後
、
運
動
後
な
ど

に
よ
っ
て
は
変
化
し
て
し
ま
い
ま

す
。
通
常
３
％
ぐ
ら
い
の
誤
差
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
検
査

の
前
日
は
、
暴
飲
暴
食
を
避
け
、

飲
酒
は
で
き
る
だ
け
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
１
回
の
検
査
結
果
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
「
自
分
の
基

準
値
」
を
知
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
例
え
ば
白
血
球
数
が
今
回
基

準
値
を
上
回
っ
て
い
て
も
、
何
年

も
前
か
ら
同
じ
数
値
で
、
健
康
状

態
に
問
題
が
無
け
れ
ば
心
配
無
い

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

　
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、

デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
自

分
の
基
準
値
の
傾
向
を
つ
か
む
こ

と
が
大
切
で
す
。 

　
ま
た
、
数
値

は
そ
の
日
の
状

態
で
変
化
す
る

だ
け
で
な
く
、

個
人
差
も
あ
り

ま
す
。
基
準
内

で
も
、
だ
ん
だ

ん
血
色
素
が
低

下
し
て
い
れ
ば
、

出
血
性
の
病
気

や
血
液
の
造
ら

れ
に
く
い
状
態
、

血
液
を
壊
さ
れ

て
い
る
可
能
性

を
い
ち
早
く
発

見
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。 

結
果
を
生
か
し
て 

　
　   

生
活
改
善 

健
康
情
報
を
伝
え
る 

　
　   

「
問
診
表
」 

40
歳
か
ら
の
改
善
が 

さ
ら
に
重
要 

　
健
康
診
断
の
際
、
問
診
表
の
記

入
は
と
て
も
重
要
で
す
。
今
年
度

か
ら
生
活
習
慣
の
質
問
票
も
２
種

類
追
加
に
な
り
ま
し
た
。
事
前
に

お
手
元
に
届
い
て
い
る
場
合
に

は
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
記

入
し
、
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
機
械
に
よ
る
検
査
で
は
得
ら
れ

な
い
遺
伝
的
な
影
響
や
生
活
習
慣

な
ど
の
情
報
、
検
査
を
受
け
る
た

め
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

健
康
情
報
も
担
当
医
に
伝
え
ら

れ
、
検
査
を
よ
り
安
全
に
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。 

牛肉（薄切り）…120ｇ　うど…１本 
ごぼう…1/2本　　　　　酢…少々 
ごま油…大さじ１強　　一味唐辛子…少々 
いりごま（白）…少々 
　（液体かつおだし…小さじ２　　酒…大さじ２） 
　（しょう油…大さじ３  みりん…大さじ２　 砂糖…大さじ１） 

Ａ 

Ｂ 

　
明
る
く
元
気
で
、
面
倒
見
の
良

い
安
達
さ
ん
は
、
五
年
ほ
ど
前
に

「
ぜ
ひ
一
緒
に
」
と
新
治
支
部
よ

り
声
が
か
か
り
、
現
在
は
総
代
、

会
計
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

　
「先
輩
の
経
験
談
や
ア
ド
バ
イ

ス
が
聞
け
て
、
勉
強
に
な
る
」
と

支
部
会
議
に
は
欠
か
さ
ず
参
加
。

昨
年
は
、
医
療
部
会
の
通
信
教
育

を
受
講
し
た
り
、
増
資
訪
問
に
精

力
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
「生
協
活
動
は
人
と
の
つ
な
が

り
を
実
感
で
き
、
人
と
出
会
う
チ

ャ
ン
ス
が
あ
る
。
こ
れ
は
人
生
の

財
産
で
す
」 

　
友
人
三
人
で
立
ち
上
げ
た
パ
ン

屋
さ
ん
も
一
周
年
を
迎
え
、
趣
味

は
陶
芸
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
日
本

舞
踊
、
ス
キ
ー
な
ど
多
趣
味
。「
今

後
は
、
少
し
ず
つ
健
康
班
会
も
計

画
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
」 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

「
人
と
の
つ
な
が
り
、出
会
い
は
財
産
」 

み
な
か
み
町
東
峰
　
安
達
　
澄 

さ
ん 

せ
せ
せ
せ 

 

ら
ぎ
ら
ぎ 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

　
当
院
の
人
間
ド
ッ
ク
で
は
、
今

年
度
か
ら
制
度
が
変
わ
っ
た
「
特

定
健
診
」
で
必
要
と
さ
れ
る
項
目

は
、
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
胃
や
食
道
、
十
二
指

腸
な
ど
の
上
部
消
化
管
検
査
、
便

潜
血
反
応
検
査
、
腹
部
エ
コ
ー
、

聴
力
、
眼
底
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス

線
、
肺
機
能
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

検
査
結
果
の
生
か
し
方
 

保
健
指
導
で
生
活
改
善
 

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
の
危
険
の
あ
る

人
に
は
、
生
活
習
慣
改
善
の
た
め

の
専
門
家
（
医
師
、
保
健
師
、
栄

養
士
、
運
動
療
法
士
）
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
偏
っ
た

食
習
慣
や
不
規
則
な
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
専
門

家
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
個
人
個
人

に
適
し
た
方
法
で
少
し
ず
つ
計
画

的
に
実
行
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。 

　
精
密
（
再
）
検
査
は
、
１
ヵ
月

後
、
３
ヵ
月
後
、
６
ヵ
月
後
な

ど
、
担
当
医
の
指
示
に
よ
る
生
活

改
善
（
減
量
、減
塩
、運
動
）
を
実

行
し
て
か
ら
、
検
査
を
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
診
断
結
果
に

異
常
に
慌
て
、「
強
引
に
数
値
の

み
を
正
常
化
さ
せ
る
薬
品
」
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
細
胞
が

自
ら
の
力
で
正
常
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
ず
、
生
活
習
慣
を
見
直
し

て
健
康
的
な
習
慣
を
身
に
つ
け
な

が
ら
、
自
己
管
理
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
あ
く
ま
で
も
、健

康
診
断
は
現
在
の
健
康
度
を
知

り
、
将
来
に
向
け
て
心
身
と
も
に

前
向
き
に
生
き
る
た
め
に
活
用
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
40
歳
代
は
、そ
れ
以
前
と
は
体

に
変
化
が
起
こ
り
や
す
く
、
仕
事

の
内
容
や
食
事
の
取
り
方
な
ど
に

も
変
化
が
起
こ
り
、
健
康
状
態
に

も
影
響
を
与
え
る
時
期
で
す
。
今

年
か
ら
の
特
定
健
診
も
、
40
歳
か

ら
の
人
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま

す
。
40
歳
が
健
康
の
分
岐
点
で

あ
り
、
こ
の
段
階
で
自
分
の
健
康

状
態
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
、健

康
で
過
ご
す
た
め
に
は
重
要
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ッ
ク
開
設 

　
女
性
受
検
者
の
み
な
さ
ま
か
ら
要
望
が
多
か
っ
た
女
性
特
有
の

病
気
（乳
が
ん
、甲
状
腺
が
ん
、子
宮
が
ん
、骨
粗
し
ょ
う
症
）の
早

期
発
見
を
目
的
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
家
の
医
師
か
ら
直
接
説

明
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
女
性
の
か
か
り
や
す
さ
を
よ
り

追
求
し
た
「
レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ッ
ク
」
を
開
設
し
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
は
健
康
管
理
科
（
℡
22
―
４
３
２
１
　
内
線
２
１
４
）
ま
で
。 

ニ
ュ
ー
ス
！ 

Ａ 
Ｂ 

は
　
は 

俳
句
・
短
歌
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

郵
送
先
　
〒
三
七
八
ー
〇
〇
五
三
 
沼
田
市
東
原
新
町
一
八
五
五
の
一 

　
　
　
　
利
根
保
健
生
協
　
組
織
課
　
「な
か
ま
の
作
品
」
係 

メタボリックシンドロームの診断基準 

《必須項目》 

上記に加えて以下のうち２項目以上でメタボリックシンドローム！ 
＋ 

腹囲　　　男性 85 ／ 女性 90b

・中性脂肪 
　150m／q以上 

・低HDLコレステ 
　       ロール血症 
　40m／q未満 

・収縮期血圧 
　130ahn以上 ・空腹時血糖 

　110m／q以上 
かつ／または かつ／または 

・拡張期血圧 
　85ahn以上 

《内臓脂肪面積　男女とも100f》 

の
ぼ
り 


